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し， 700Cにおける Th 4 H l5の生成反応により粉末化が進行することを明らかにするとともに ， Th-H系
の平衡相状態についての検討結果も述べている。
第 3 章では，トリウム窒化物の作成について研究し， Th4 Hl5を-__1i脱水素化してトリウム微粉末とし
た後にこれを窒化するよりも， Th4 Hl5粉末と気流窒素を直接8000Cで反応させることにより，最も窒素




第 4 章では， Th3 N 4 の酸化挙動について研究し， Th3 N 4 の空気中，室温酸化により非常に結晶化度の
低い Th0 2が得られること，および，その結品化度は，酸化温度の上昇とともに増加することを示して
いる。
第 5 章では， Th0 2の結晶化度についてさらに詳しく研究し ， Th3 N 4 の室温酸化により得られた非常
















おける Th 4 H 15の生成によりはじめて効果的に進行すること，更に，窒化物Th 3N 4 の生成にはTh 4 H 15を
一旦脱水素化して金属トリウム微粉末とした後でこれを窒素と反応させるよりも ， Th4 H15を気流窒素
と高温8000Cで直接反応させる方がより窒素含有量の高い窒化物の得られることを見い出している。窒





常に結晶化度の低いトリウム酸化物(トリア: Th0 2 ) が生成し，その結晶化度を X線ライン・ブロー
ドニング法や動径分布解析により評価した結果，この室温酸化によるトリアはアモルファス状態にある
こと，および，このアモルファストリアのより高温での熱処理により従来報告のない種々の結晶化度を
持つトリアが生成することを見いだしている。
このように本論文は，トリウム窒化物の生成とその酸化挙動に関する詳しいデータを実験により集積
して検討を行っており，トリウム燃料の開発の上で極めて有用な知見を与えるもので，核燃料工学の発
展に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
-407 
